
取扱説明書

RL-VH4DR/G2 用
リモートコントローラー

RC-40

このたびはトプコン製品をお求めいただき、まことにありがとうございます。
本書は、リモートコントローラー RC-40 の操作方法などについて説明して
います。効率よく安全にお使いいただくために、「安全に使うための表示」お
よび「安全上のご注意」をよくお読みいただき、正しくお使いくださるよう
お願いいたします。また、本書はいつもお手元においてご活用ください。

安全に使うための表示
商品および取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産の損害
を未然に防ぎ、商品を安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記
載しています。次の内容（表示・図記号）をよく理解してから、本文をお読
みになり、記載事項をお守りください。

表示の説明

※ 1）障害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど・感電など
をさします。

※ 2）物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害をさし
ます。

図記号の説明

安全上のご注意

各部の名称

機能

表示 表示の意味

“誤った取扱いをすると人が死亡する、または重傷を負う可
能性があること”を示します。

“誤った取扱いをすると人が障害※ 1) を負う可能性、または
物的損害※ 2) のみが発生する可能性 があること”を示しま
す。

図記号 図記号の意味

禁止 ( してはいけないこと ) を示します。
具体的な注意内容は、図記号 の中や近くに絵や文章で指示
します。

指示する行為の強制 ( 必ずすること ) を示します。
具体的な注意内容は、図記号 の中や近くに絵や文章で指示
します。

分解禁止

分解・改造・修理をしないでください。
火災・感電・やけどの恐れがあります。
修理は、代理店または当社にご依頼ください。

禁止

水にぬれたバッテリーや充電器は使わないでください。
ショートによる火災・やけどの恐れがあります。

炭坑や炭塵の漂う場所、引火物の近くで使わないでくださ
い。

爆発の恐れがあります。
バッテリーを火中に投げ込んだり、加熱したりしないでくだ
さい。

破裂したり、けがをする恐れがあります。

指示

保管する場合は、ショート防止のために、電極に絶縁テープ
を貼るなどの対策をしてください。

そのままの状態で保管すると、ショートによる火災・やけ
どの恐れがあります。

禁止

バッテリーから漏れた液に触れないでください。
薬害によるやけど・かぶれの恐れがあります。

免責事項について
1) 火災、地震、第三者による行為、その他の事故、使用者の故意または過失、

誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切

責任を負いません。

2) 本機器の使用または使用不能から生ずる付随的な損害(データの変化・消失、

事業利益の損失、事業の中断など ) に関して、当社は一切責任を負いません。

3) 取扱説明書で説明された以外の使い方によって生じた損害に対して、当社は

一切責任を負いません。

4) 接続機器との組み合わせによる、誤動作などから生じた損害に対して、当社

は一切責任を負いません。

スリープモードキー ローテーティングレーザーをスリープモードに設定（また
は解除）するには、キーを３秒以上押し続けてください。

（スリープモード時、本体の整準警告ランプが点滅）
スリープモードが 2 時間続くと、電源はオフになります。

（ローテーティングレーザーの主電源がオフのときは、ス
リープモードを設定することはできません）

送信表示ランプ 信号送信時に緑色点滅します。
内部エラーのときは、信号送信時に赤色点滅します。

バッテリー警告ランプ RC-40 の電池消耗時に点滅します。新しい電池と交換して
ください。

回転速度可変キー 回転速度を変えます。左キーを押すと減速し、右キーを押
すと加速します。
左右キーを同時に押すと錘球モードが起動します。

アライメントキー

鉛直：ラインコント
　　　ロール

水平：勾配設定

鉛直回転時にラインコントロールを行います。
（X/Y 軸選択キーで X 軸または Y 軸が選択されているとき
に有効です）

水平回転時に勾配設定方向に勾配を設定します。
（X/Y 軸選択キーで X 軸または Y 軸が選択されているとき
に有効です）

X/Y 軸ランプ 水平回転時に、勾配設定方向を表示します。

モード切替キー
スキャン /
レベルセンサー /
ストップ

スキャンモード、レベルセンサーモード、ストップモード
の順に切り替わります。これ以外のモードにある時は、ス
キャンモードに切り替わります。

X/Y 軸選択キー

鉛直：ラインコント
　　　ロール

水平：勾配設定

3秒以上押し続けると、ラインコントロールモードになりX
軸のランプが点灯します。

3秒以上押し続けると、勾配設定モードになりX軸のランプ
が点灯します。
再度押す（3秒以内）と、勾配設定方向がY軸に切り替わり
ます。

上記（鉛直・水平）の状態からアライメントキーを押す
と、ローテーティングレーザー本体が初めてラインコント
ロールまたは勾配設定モードとなり、ラインコントロール
または勾配が設定できます。
ラインコントロールまたは勾配設定モードの時、3秒以上
押し続けるとモードが解除されます。
このキーが押されたときに混信（複数のRC-40またはRL-
VH4DR/G2が同チャンネルで使用中）している場合はX/Y
軸ランプが同時に赤色点滅します。
また、異なるチャンネルに設定されている場合やRL-
VH4DR/G2の電源が入っていない場合も、X/Y軸ランプが
同時に赤色点滅します。

お願い
リモコンがききづらい場合は、地面から遠ざけて使用してください。（地面に
近いと無線の性能が低下します。）

メモ
複数の RC-40 または RL-VH4DR/G2 を使用している以外に、類似無線信号

（無線 LAN 等）が発信されている環境で使用する場合も、RC-40 は X/Y 軸
ランプが同時に赤色点滅します。

バッテリー警告ランプ

モード切替キー

X/Y 軸ランプ

RC-40

送信表示ランプ

回転速度可変キー
左右キーを同時に押すと、
錘球モードが起動します。

アライメントキー

ストラップ取付穴

X/Y 軸選択キー

スリープモードキー



通信チャンネルの設定方法
RC-40 と RL-VH4DR/G2 は、必ず同じ通信チャンネル（1 ～ 9）を使用してく
ださい。

1 RC-40 裏面のバッテリーカバーを開け、乾電池を取り除きます。

2 チャンネルスイッチを細いドライバーなどで回して RL-VH4DR/G2 と同じ通
信チャンネルを設定します。（工場出荷時はチャンネル１です。）

3 乾電池を入れ、バッテリーカバーを閉めてください。

電池の交換方法
1 バッテリーカバーを開けます。

2 消耗した乾電池と単３型アルカリ乾電池を入れ換えます。この時、乾電池の向
きが表示されている向きになっていることを確認します。

3 クリック音がするまでバッテリーカバーを閉めてください。

エラー表示
エラーが表示された場合は、下記の通り対処してください。

性能

お願い
･ 乾電池は、２本同時に交換してください。
･ 古い乾電池と新しいものとを混ぜて使用しないでください。

ランプの表示 エラー 原　因 対　処

A が赤色点滅 内部エラー 内部の故障です。
電池を取りはずし、再度電池を収納してく
ださい。 回復しないときは、 お求めの販
売店または当社までご連絡ください。

B が点滅 電池残量不足 電池切れです。
電池を２本同時に新しいものと交換してく
ださい。

C が同時点滅 通信エラー
チャンネル設定間違い。
電源が入っていない。
通信の混信。

チャンネルを変えて、 RL-VH4DR/G2 の
電源を入れてください。
回復しないときは、無線環境を確認して、
無線 LAN やその他の類似電波を可能な限
り抑えてください。

電源 ：単 3 型アルカリ乾電池（2 本）

使用時間（＋ 20 ℃） ：約 5ヶ月間（使用状況により異なる）

使用温度範囲 ：－ 20 ℃～＋ 50 ℃

寸法 ：116(L) × 59(W) × 31.4(H)mm

質量 ：約 150g（乾電池を含む）

＊マーク側の数字がチャンネル番号を示します。

チャンネルスイッチ（1 ～ 9）

チャンネル指示マーク＊バッテリーカバー

RC-40

A
B

C

31377 95010


